








o
h
v
u
L
-
?
の
川rvt
パ
一
川
w
u
l
h
h
T
H
向

い

'
b
p
a

川

1141q¥〈
f
u
l
-
-
h
い
いl
i
f
-
-
j

・jiJι!
川
一
ぷ
-44-n

司
法
的
怒
川
諮
問
佐
川
町
議
議
決
い
れ
い
宮
崎
一
一
一
一
一
尚
一
一
一
一
一
一
一
一
一
流
ン
話
器
室

一
九
い
点
よ
め
士
一
千
首
長
片
足
」
そ
か
せ
ぎ
ι
き
「
E

閣

に

231JZZC金
Jι
て
の
約
十
者
同
一
一
一
室
。
J

一
一
一
ア
ヌ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
学
の
学
一
察
署
で
「
ベ
ト
す
ム
一

一
円
開
即
日
ロ
四
八
嘉
彦
忽
ず
一
九
時
蹴
ず
る
よ
」
れ
に
は
、
政
策
な
!
周
豪
州
司
」
え
ず
¥
脅
し
き
兵
士
地
を
め
ぐ
ー
た
一
だ
れ
が
ち
-
一
一
時
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
巡
動
に
大
き
撤
退
の
時
間
表
を
早
め
よ
」
h
い
一

一
四
五
人
の
立
候
補
担
抱
月
号
り
と
会
く
擦
が
な
いJ
一

見

)ι
一
一
一
大
ぎ
な
マ
ン
ムY
ョ
弘
警
宗
付
、
だ
れ
長
吉
た
か
お
う
~
=
一
ぐ
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
ぜ
め
た
よ
う
で
う
声
明
宍
ニ
ク
ソ
ン
大
繁
と
十

一
審
判
が
下
さ
れ
る
o

j

l

る
諜
に
一
蹴
し
て
い
乏
の
は
、

E

ょ
う
と
し
て
叩
る
の
だ
。
調
詳
蓄
を
作
っ
て
き
さ
ー
一
一
一
あ
る
。
き
ょ
う
十
五
日
の
ベ
ト
ナ
議
会
に
出
す
始
末
で
あ
る
。
「

一

碧

時
1

衆
議
院
の
選
挙
向
令
息
詰
な
判
断
の
自
由
は
な
い4
5

ト
そ
の
土
挫
岩
そ
ー
寸
年
ほ
ど
-
一
つ
な
る
か
。
も
ち
ろ
ん
第
一
の
も
守
一
一
ム
反
戦
デ
i
に
立
い
て
、
は
じ
め
ず
ベ
玄
」
れ
、
世
論
の
閣
の
ア
一
「

一
一
度
で
オ
一
回
目

4
8か
に
岩
上
か
ら
さ
め
τき
た
も
の
の
名
前
喜
一
聞
は
ち
ょ
ー
と
し
た
ま
}
中
心
う
け
一
君
、
事
変
じ
て
水
回
に
一
一
一
@
っ
ち
は
、
そ
ん
な
も
の
に
は
影
メ
リ
カ
の
動
き
で
、
そ
の
中
で
政
一

一一e
議
院
の
通
常
選
挙
が
入
国
、
叫
地
方
を
、
機
秘
的
に
漫
く
こ
と
を
強
制
白
墨
に
、r
張
舗
の
£
く
なJ
ぜ
そ
う
な
水
}
じ
て
土
地
会
社
日
間
〈
発
り
つ
り
十
一
一
響
さ
れ
な
い
と
高
一
姿
勢
だ
っ
た
治
を
す
る
ニ
ク
ソ
ン
さ
ん
の
苦
労
一
一

一
一
色
選
挙
が
奇
宅
た
の
だ
か
い
さ
れ
τい
る0

・

f

E

一
回
が
い
く
ら
か
あ
っ
た
と
き
だ
た
お
百
警
告
ろ
う
。
と
う
レ
勾
一
が
、
だ
ん
だ
ん
腰
が
く
だ
け
て
冷
や
お
し
て
知
る
べ
し
。
一

一
ら
、
十
一
ヵ
月
に
互
い
討
議
に
と
れ
語
、
候
補
者
寝
室
仁
三
そ
の
池
袋
一
フ
事
室
た
近
郊
の
お
震
の
営
利
的
セf
子
学
生
の
恨
み
の
的
だ
っ
た
徴
兵
局
ひ
る
が
え1
て
太
平
洋
のζ
三

一
な
る
。

Y
‘

qい
に
ら
き
い
て
も
に
ム
一
ピ
が
よ
く
約
れ
て
、
嘉
男
女
り
ス
に
は
警
の
山
で
あ
るJ

土

地

一

一

署

名

に

す

る

こ

荷

量

る

と

「

大

-

一
一
乙
色
村
の
一
選
挙
制

2
E長
ー
ご
と
い
づ
こ
と
に
な

ν
!
?シ
ー

よ

ト

合

同

3
Yパ
iμ
一
一
と
に
し
た
り
、
パ
リ

γ一
お
む
;
・
?
警
は
奏
功
b
て
、
一

一
一
を
経
験
長

2
1
L
Z
Yペ
る
。
一
今
度
の
選
挙
が
の
掛
だ
っ
花
?
と
こ
乞

J
J
i
Y
1金
も
い
い
興
物
を
一
一
舎
の
ロ
ヨ
震
j

，、安4学
長
さ
ん
は
全
部
文
一

一一一日投
wir--喜一器材待問主一一一一日々
日仏一
J
A
5
一

一
一
な
あ
の
だ
列
実
際
ハ
ヤ
凡
7
1
J
V
4章
受

益

雪

中

て

語

家

留

に

変

c

q唱
{
休
は
こ
う
し
た
お
百
寸
一
一
長
官
や
ロ
ジ
ャ
1
ズ

政

府

に

圧

力

を

か

け

一

一
(
蜘
ハ
い
r
U
1
7応
い
き
な
っ
た
ぷ
も
っζ
と
は
、
ー
泣
き
仕
一
州
町
ノ
ま
寸
吉
え6
担
、
お
品W
D
J
J
1

般
の
も
う
り
を

d
f一
国
務
長
官
が
テ
レ
ビ
の
記
者
会
見A
る
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
話
で
あ
一

一

色

滋

芯

去

な
w

t

f

t

h

で
も
な
い
町
一
-
J

喝

日

a

君
く
近
£
の
襲
。
.
が
一
響
津
川
ヂ
ピ
地
域
開
発u
に
議
レ
刊
に
出
て
世
論
工
作
に
還
に
な
る
る
。
一
反
戦
運
動
はζ
ち
ら
も
盛
大
一

『
官
官
安
啓
沖
縄
の
平
あ
京
塩
原
司
法
闘
に
ゾ
議
長
吉
り
、
思
宮
治
体
訟
の
一
?
と
面
附
議
す
る
か
も
レ
れ
な
一
一
な
ど
、
対
決
姿
勢
か
ら
妥
協
に
大
手
、
実
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
一

=

挙

」

一

と

い

う

印

を

屯

京

、

イ

た

る

震

は

ぶ

っ

さ

い

署

紙

一

助

金

な

と

菱

空

間

レ

た

の

い

。

七

者
E

く
動
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
機
動
隊
は
強
大
に
な
る
と
い
う
エ
一

一

害

義

容

そ

J

こ

に

じ

え

護

三

分

で

週

一

一

言

。

ぞ

Z
E
3
7
3洩
(
ぞ
ろ

5
2
一
一
月
議
会
ι対
し
て
は
、
新
ス
カ
レ
l
ト
状
況
で
、
腹
話
け
一

一

れ

は

ど

じ

だ

払

ふ

レ

ず

い

ん

を

さ

ま

警

13
一
一
戸
一
蓄
量
が
て
ど
で
も
変
な
ら
ぬ
塁
じ
で
?
ン
シ
ョ
一
一
政
権
に
な
っ
て
か
号
月
の
つ
ど
き
勇
気
リ
ン
リ
ン
た
る
高
一

一
一
っ
た
。
昼
寝
室
芸
人
窓
会
に
雲
れ
を
」
と
へ
宮
と
い
え
舎
の
す
は
な
か
っ
仁
ぷ
事
な
き
と
で
三
蓄
を
一
一
ち
に
出
レ
た
三
ナ
を
越
え
る
特
別
委
。
関
与
つ
な
状
況
の
も
と
一

一
一
う
よ
り
はv
駁
臼
量
り
も
の
け
女
去
で
も
い
い
包
ど
い
つ
一
~
号
、
じ
た
り
は
地
域
露
だ
。
釣
り
や
一
一
警
の
審
議
室
く
や
っ
て
く
れ
で
も
政
治
姿
勢
話
の
醤
に
よ
一
一

一
の
雪
白
う
に
色
発
一
思
い
た
い
な
応
な
議
で
薬
事
一
号
レ
た
香
患
が
)
こ
ん
散
努
ご
み
を
場
わ
れ

E淳
一
と
い
っ
特
別
教
惑
を
出
す
と
い
っ
て
か
く
も
様
子
が
ち
が
う
の
で
一
一

一
-
裏
手
う
の
だ
吉
正
向
山
三
、
守
護
包
っ
か
こ
ど
は
火
事
控
室
主
っ
た
。
雲
ぃ
替
の
装
工
一
一
フ
。
つ
ま
り
「
特
別
警
に
関
ナ
あ
る
。
国
民
の
立
場
で
、

5の
一

一一

'Zさん
認
か
の
引
引
い
。

J
J
T
戸

ζ
ン
シ
ィ
シ
霊
長
一
言
要
自
に
す
る
た
め
の
盟
主
る
特
別
教
訓
と
で
、
ζ
ん
な
こ
と
国
票
し
あ
わ
せ
な
号
、
三

k
lトト
レ
し

h
i
-
f
iト
ト

I
l
l
i
-
-ー
だ
。
市
芸
南
地
に
品
取
る
合
じ
使
わ
れ
だ
か
と
れ
な
一
い
。
一
一
一
一
は
米
議
会
で
も
前
伐
米
問
。
て
み
て
い
い
問
題
で
あ
る
。
(
L
)
=

1
1
1
1
1
1
1
1
u
u
u
l
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
I
l
-
-
)プ
ラ
・
5
た
ら
レ
い
が
、
と

τも
大
い
つ
で
も
ど
申
告
一
も
績
を
す
る
も
一
一
r
f
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
J
川
川
川
川
1
1同

一

三

，

・

が

な

く

4
T土
地
会
話
寝
露
英
語
の
は
き
ま
っ
て
い
る
。

(

Y

)

「
h
l封
劇
割
汁
劃J
勢
立
襲
雲
が
撃
の
発
端
一

一

い

京

な

に

が

で

き

る

か

量

に

対

一

一

刊

刊

刊

刊

刊

乱

叶

引

札

シ

暴

力

量

2
7にな
官
ブ
雰
一
面
一

一



J

・h
J
u
・JT
・
コ

-
九
一
か
ち
な
刊
よ
み
き
か
せ
用
の
十
や
は
「
き
ょ
う
、
マ
マ
が
、
む
か
だ
そ
ぞ
さ
ん
の
幼
霊
雪
印
れ
配
引
十
七
日
山
下
町
駅
ヂ
一
一
打
干
.
ぷ
u
u
u
.
計
日U
U
.あ
パ
一
引
い
V
U
.
…

一
言
語
の
木
忠
弘
ち
い
ろ
と
出
版
さ
レ
む
か
レ
の
マ
l
ヶ
ッ
b
話
題
否
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
心
を
お
り
祖
父
宮
、
震
患
の
孫
に
い
た
。
な
っ
た
と
い
う
怠
味
で
あ
る
・
レ
か
…

一
れ
で
い
売
勢
警
に
熱
心
な
お
に
行
く
」
と
い
うo
ボ
l
ヤ
に
と
っ
ゑ
て
繁
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
…
一
だ
る
ま
て
一
ニ
夫
婦
、
四
世
代
が
同
一
番
忘
引
や
す
い
の
は
、
わ
れ
わ
レ
そ
れ
で
も
、
う
っ
か
り
す
る
と
忘
…

石
母
さ
ん
た
ち
が
多
川
の
は
う
れ
レ
い
て
「
む
か
レ
む
か
と
は
、
「
と
ど
、
「
読
み
き
か
せ
」
と
い
う
、

E
P…
居
レ
て
い
る
。
訴
事
い
み
な
一
苅
れ
皇
の
結
婚
記
念
日
で
あ
るο
と
れ
き
と
が
あ
る
の
て
例
の
カ
レ
日

一一

Eだ
。
あ
れ
こ
ね
説
ん
で
み
て
、
て
も
速
い
と
こ
ろ
」
の

Eで
あ
李
完
で
き
か
せ
る
だ
け
で
同
時
気
な
の
で
、
彦
警
ぞ
め
の
儀
式
り
わ
り
」
れ
は
男
性
側
が
は
な
は
だ
ダl
に
、
日
の
丸
の
肢
を
あ
げ
て

E

i

1

1

-
F
ぃ
3
3
7
3総
拡
山
川
る
の
は
、
幼
るo
マ
マ
は
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
と
何
か
が
た
り
古
川
い
の
で
は
な
い
か
。
山
…
に
必
要
と
あ
ら
は
、
い
つ
で
も
出
動
レ
い
よ
う
で
あ
る
。
「
今
日
は
い
っ
た
お
く
必
要
が
あ
る
。
.
…
布
、
fi----Li--Liti--・
:
:
・
一
・
:
る
。
レ
か
レ
公
官
官
の

-
一
小
心
に
，

E」
穿
る
む
ず
か
び
こ
ん
で
、
ヵ
チ
カ
チ
山
を
え
、
号
、
ん
は
、
何
か
が
欠
け
て
い
る
。
一
…
で
き
る
婁
が
と
と
の
っ
て
い
る
。
ぃ
、
な
ん
の
た
め
に
、
こ
ん
な
と
ち
私
の
誕
生
日
と
家
内
の
そ
れ
は
、
…
つ
女
王
陛
下
の
委
員
会
.
大
喜
婚
し
て
、
・

一

C
一
診
し
さ
と
い
う
こ
と
ド
ン
ブ
リ
コ
川
を
わ
た
り
、
千
里
も
つ
ま
り
、
肌
を
と
お
レ
て
感
じ
と
る
…
…
…
孫
は
目
下
の
と
こ
ろ
内
孫
ひ
と
そ
う
が
な
ら
ん
で
い
る
の
か
ね
?
」
わ
ず
か
五
日
レ
か
離
れ
て
い
な
い
関
一
一

l
・
t
i
t
t
i
-
-
i
i
f

あ
ま
り
に
問
所
定

一
部
臨
す
議
議
税
措
民
間
一
2
出

抑

制
r
A

欝

欝M
ー
担
比
一
…
臨
時
期
品
…
山
一
一
躍
福
知
山
一

一
一
ー
と
惜
し
揺
れ
訪
日
げ
年
一
の
清
川
日
堅
持
位
同
一
一
畠
払
日
日
日
立
げ
髭
期
切
一
山
内
守
同
時M
M

れ
れ
純
一
一
一
割
引
臨
時
説
経
抑
制
民
一

一
一
一
位
、
よ
び
か
け
の
こ
と
は
で
あ
に
賢
官
に
行
か
ね
ば
な
ら
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ー
に
日
の
丸
の
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
女
を
採
さ
と
は
「
と
うo
(

学
習
院
大
学
護
)
了
貫
録
安
否
守
山
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大
き
な
資
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か
ら
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露

持

時
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韓
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時

話

料

“

一

日

佐

官

む

ど

ぷ

ぷ

ぷ
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引

石

室

一

引

…
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一

九

日

韓

日
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ジ
ー
ン
を
、
諮
問
問
時
一

一
安
殺
を
ン
を
伊
豆
九
三
三
お
多
く
の
人
に
飽
き
ず
親
し
ま
れ
は
桜
井
塾
時
伐
の
オ
ヤ
ジ
の
制
作
カ
…
…
一
日
本
一
映
要
最
心
め
て
の
議
で
と
思
う
K
一
一
雇
前
後
の
暴
言
す
忠
苦
痛
だ
っ
た
リ
;
…
一λ
会
モ
ッ
語
放
な
ど
に
か
な
り
立
」
と
が
な
な
ィ
ル
ソ
シ
突

い
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F
=ゐ
レ
ッ
テ
ル
、
お
前
の
て
き
た
の
ば
、
ぺ
手
ス
な
と
よ
り
タ
ロ
グ
だ
と
い
う
。
…
一
あ
る
と
思
う
。
苫
聞
な
見
世
物
語
ゃ
、
意
欲
あ
ふ
れ
た
輿
罪
が
ま
じ
作
品
は
目
立
て
少
々
く
な
て
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品
川
話
雲
脅
た
と
聞
い
て
は
、
首
相
は
、
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ら
下
院
で
「
環
器

一
一
…
一
友
会
作
品
だ
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う
五
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よ
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ど
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号
、
護
人

g
，
凶
器
ヤ
一
成
(
明
治
一
一
土
ハ
ニ
エ
っ
た
と
さ
員
立
罷
っ
て
い
て
そ
会
議
闘
の
る
。
ぃ
怠
る
巳
ン
長
宇
治
突
き
議
じ
る
だ
け
で
生
に
つ
い
て
の
主
言
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史
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路
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鰐
需
給
路
一
一
叩
刊
誌
紛
糾
一

…
ー
号
室
の
円
う
ン
ス
が
な
亦
な
か
の
定
は
、
芽
妻
、
少
年
に
な
る
向
い
て
い
た1
裂
に
よ
る
男
の
言
の
一
言
事
君
。
と
き
ぽ
和
き
の
警
の
先
生
で
、
そ
の
先
生
石
、
ふ
っ
と
思
い
出
す

2
2
…

一

言

玄

心

b
襲

ρ一
般
教
育
忠
可
撃
も
あ
る
こ
と
霊
ぞ
い
た
開
発
に
重
き
を
お
い
て
い
た
こ
と
は
一
十
年
、
い
ま
と
同
じ
よ
う
に
受
験
地
は
、
慌
た
喜
二
年
ま
で
教
そ
る
。

一
戸
理
官
ち
ら
か
お
ミ
育
て
る
わ
け
だ
。
-
注
目
に
値
す
る
生
息
う
。
'
一
獄
と
い
う
裏
が
あ
っ
た
む
ら
い
だ
ほ
か
の
学
校
へ
転
任
さ
れ
て
い
っ
た
綾
近
、
府
警
小
学
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が
努
さ
…

…
一
定
傾
い
た
唱
生
ま
れ
た
ま
ま
史
ぞ
れ
が
よ
う
や
く
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れ
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と
と
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窪
、
ぞ
れ
が
あ
る
水
一
か
ら
、
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ち
の
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れ
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て
ヒ
警
察
審
ざ
す
こ
と
だ
思
議
レ
さ
き
ち
ひ
と
つ
く
な
い
。
当
の
ミ
そ
れ
ほ
ど
範
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事
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…
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れ
一
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事
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ら
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去
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近
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え
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れ
つ
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る
京
格
的
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す
る
に
は
、
と
安
一
気
に
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だ
震
は
な
い
む
だ
が
、
さ
れ
た
の
が
、
僕
た
ち
の
護
で
あ
ち
ゃ
合
警
の
先
生
を
と
も
、
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と
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♂
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史
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か
く
お
ろ
そ
か
に
レ
て
き
た
の
で
は
き
が
あ
る0

・
は
ど
ち
ら
に
も
傾
か
ぬ
事
に
あ
る
一
も
う
た
た
ね
を
し
て
い
た
。
・1

れ
が
民
者
ぷ
あ
い
と
い
う
の
で
あ
る
そ
れ
言
、
僕
に
と
っ
て
忘
詰
一
、
(
霊
泉
斎
藤
ま
き
子
叫
社
会
(
法
館
、
経
済
)
自
然
撃
逼

一
会
365襲
、
外
国
襲
、
日
本
で
急
激
に
伸
び
た
と
き
で
あ
ろ
う
。
裂
だ
り
に
よ
ご
え
あ
る
日
の
こ
去
の
系
、
子
供
ぎ
ろ
に
あ
と
わ
い
先
告
、
ま
っ
た
く
同
じ
名
前
で
一
…

ε…
正
式
に
は
「
書
哲
学
、
ヱ
冬
季
、
医
学
玉
、
あ
ら

一
言
語
家
事
室
づ
き
の
と
そ
霊
長
と
と
も
に
、
つ
て
な
に
か
が
で
主
が
る
も
の
一
?
に
一
君
主
が
き
い
か
る
よ
左
胸
の
号

P、
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
新
聞
記
事
だ
こ

TES--
き

と

い

い

そ

富

喜

雰

量

れ

る

よ

う

に

な

伊

日
皇
室
や
で
あ
り
な
が
弓
い
わ
ゆ
る
洋
楽
ま
ぜ
て
お
と
で
も
な
え
だ
か
ら
と
い
ぞ
訓
練
玄
雪
ン

3央
に
「
が
ん
ば
語
大
人
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た
票
た
る
豪
語
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の
で
、
同
誌
名
の
別
人
↓
に
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じ
三
教
の
大
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一
段
た
ぢ
?
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一
一
一
棄
な
量
点
張
だ
け
は
二
お
い
く
な
い
だ
ろ
う
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草
色
索
、
に
よ
っ
て
し
お
れ
て
量
主
喜
一
色
ど
い
う
文
京
李
く
脅
か
い
て
き
訟
の
だ
っ
た
。
と
い
き
と
も
考
え
ら
れ
、
い
ま
と
め
に
行
な
わ

g
g恒
例
の
健
一
道
警
は
三
人
で
、
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↑

瓦

2号
、
合
つ
て
の
げ
る
若
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と
れ
宝
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警
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ご
、

2
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れ
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て
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し
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3
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器
十
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て
三
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な
わ
れ
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恐
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f
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三
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不
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玄
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と
も
語
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は
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オ
才
と
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育
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あ
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a
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目
配
を
つ
り
つ
づ
る
材
料
に
は
、
少
レ
も
困
ら

2
2
m予
で
き
お
ち
ヱ
一
家
@
行
事
に
あ
t
議
室
、
吋
誕
品
内
庁
の
依
頼
で
一
文
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大
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一
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四
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設
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又
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i
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一

が
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委
準
し
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決
年
」
民
巴
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も
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吾
、
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つ
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前
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ぼ
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慌
一
ナ
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い
柑
湯
-
一
ぃ
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}
一
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司
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一
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が
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